
十勝連携地域「地域づくり推進ビジョン」

国内有数の食料供給地域として、日本の「食」を支えるたくましく力強い関連産業等の展開により、
様々な主体が輝き、安心して住み続けることができる持続可能な魅力ある道東の拠点「十勝連携地域」

Ⅰ 地域のめざす姿

■ 連携地域の主な施策の方向（今後５年程度）
１ たくましく力強い農林
水産業の展開

２ 活力あふれる産業の推
進

３ 地域資源を活かした観
光振興

４ 地球環境に配慮した持
続的社会の形成

５ 生命（いのち）を守り、
安全・安心に暮らせる持続
可能な地域社会の形成

６ 計画的な社会基盤整備

・排水性の維持・向上及び
農業水利施設の計画的な更
新等、農水産物の供給力強
化
・担い手の育成・確保及び
定着と生産基盤の強化に向
けた効果的な取組の促進
・農水産物の加工や輸出な
ど農林水産業における６次
産業化の促進
・生産性の高い土地基盤等
に合わせたＩＣＴやロボッ
トなどのスマート農業技術
の導入促進
・安定的な生産体制の創出
に向けた海面養殖業の新た
な取組の支援
・伐採後の着実な植林と間
伐による活力ある森林づく
りと地域材の利用拡大
・ＩＣＴなどの先進技術を
活用したスマート林業の推
進による森林施業の効率化

・産学官金や関連産業の連
携による十勝産品のブラン
ド力強化
・国内外での販路拡大に向
けた取組の促進
・管内における更なる宇宙
産業の促進
・ものづくり産業など経済
波及効果の高い企業立地や
起業・新事業創出の促進
・物流拠点・生産拠点への
アクセスを強化するための
幹線道路等、交通ネットワ
ークの強化

・豊富な地域観光資源の磨
き上げとネットワーク化に
よる魅力ある通年・滞在型
観光地づくりの促進
・海外に向けた情報発信と
外国人観光客の受入体制の
整備
・航空、鉄道、バスなどの
各交通モードの連携強化に
よる更なる利便性向上に向
けた取組の促進
・活動団体と連携した景観
づくり、魅力ある観光空間
づくり等多様な主体との連
携による観光振興

・ゼロカーボン北海道の実
現に向けた、地域特性を活
かした脱炭素化の取組の推
進
・脱炭素化への転換に向け
た意識や行動変容を促進
・３Ｒの取組による持続可
能な資源利用の促進
・地球温暖化防止や生物多
様性に資する森林などの整
備や自然環境の保全
・バイオマス等を活用した
再生可能エネルギーの普及
促進
・流域治水におけるグリー
ンインフラの推進等自然共
生社会の形成

・地震津波などの各種災害
に備えた防災・減災体制の
強化
・地域防災意識向上に向け
た取組の促進
・地域医療と保健・福祉の
提供体制の確保・充実、少
子化対策に向けた取組の促
進
・高齢者・障がいのある方
など誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らせる環境づ
くり、男女平等参画の取組
の促進
・地域を支える交通ネット
ワークの確保及び充実
・利便性の高い地域社会の
実現に向けた未来技術の活
用推進
・移住施策の推進や関係人
口の創出・拡大に向けた受
入体制の整備促進

・高規格道路と一体となっ
た道路整備
・物流拠点、ＩＣへのアク
セス道路の整備促進
・地域の安全を守る、総合
的な治水対策の推進
・地方空港及び港湾の機能
強化
・社会インフラの維持管理

〈概ね２０３４年度(※)の地域のめざす姿を示しています。〉※北海道総合開発計画及び北海道総合計画の推進期間

日本の食料生産・供給を支える農業・水産業の持続的な発展をはじめ、「食」を中心とした関連産業や観光業、宇宙関連産業など、
十勝の強みや自然環境を最大限に活かした産業の振興に取り組みます。
「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた地域のポテンシャルを活かした再生可能エネルギーの利活用などによる脱炭素型の
地域づくりを進めます。
人口減少や高齢化による担い手不足に対応するため、スマート農業をはじめとする未来技術の産業利用に向けた取組の推進や、
交流・関係人口の創出・拡大等により多様な人材が活躍できる地域づくりに取り組みます。
地震・津波などの各種災害に備えた防災・減災体制の整備に取り組みます。


